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21 世紀が始まったとき、ドラッカーは、その著「ネクストソサエティ」にお

いて、「歴史が見たことのない未来が始まる」と言った。 
 

未来を予測することは、不可能である。しかし、現在の状況と既に起こった

未来を手がかりに、未来を考えることには意味がある。今日、物的資源を持た

ない国は、知識や情報の効率的な利用を重視し、それらを社会の利益のために

活用していく必要がある。特に 21 世紀に入って情報通信技術が経済成長の重

大な要素となり、人間の行動にも大きな影響を与えることになった。日本のよ

うな物的資源の限られた国は、情報通信技術を駆使して、知識や高度技術に基

づく産業の育成による企業経営の高度化や行政機能のコンパクトかつ効率化

を通じて、市民参加型社会の形成を実現していくことが重要だ。 

 

予測する未来の姿は、顔も目や耳もはっきりしない怪物のようである。それ

は現在感じている希望と、既に起こった未来によって、その実像に近いものを

探しあてることになる。例えば、将来の日本国家の姿と内容は、不透明で、柔

軟性のない､総合性を欠いた、身動きの取れないような複雑で異様な姿を感じ

る。このようなものに対して、目と鼻となるものをつけ、その実像をはっきり

と見て、改善してゆく必要がある。 

 

「歴史の研究」の著書で有名なトインビーは、1929 年満州問題について、

“歴史的、運命的な岐路に立っている日本の責任は大きく、日本の運命を決定

する。それは、ローマと戦ったカルタゴの運命である。日本は、単に中国と戦

うのではなく、アメリカやソ連のような 20 世紀の産業的ローマ帝国と戦うの

である”と言ったそうである。世界文明の視野に立った歴史の教訓がその念頭

を去来していたのであろう。 

 

目前に迫った AI の進化と人間の能力との比較である。加算的に発展してき

た人間の歴史と指数関数的に発展する AI との調整をどのようにするのか。 

西欧が脱キリスト教になったとき、①科学的信仰と②ナショナリズムと③マ

ルクス主義が台頭し、社会を一挙に変化させた。同じように、従来の世界を AI

が総合的に一変しようとしているように見える。AI の中に、AI とは全く性質

の違う総合的な人間性の向上を図る機能を埋め込めることができるであろう

か。そうすれば、人はより平等に、より快適に、より豊かに生き続けられると

期待するのであるが、それは無理な願望であろうか。日本も世界も、新しい時

代のすぐ前に立っているような気がする。 


